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最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に
関
係
す
る

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
方
法

を
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜

■
場
所
　
堀
金
総
合
体
育
館

■
講
師
　
小
川
文
徳
さ
ん

　
　
　
　（
明
科
中
学
校
教
諭
）

■
問
い
合
わ
せ

　
堀
金
公
民
館
（
℡
７２
・
５
７
９
６
）

　
秋
空
の
下
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
は

「
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
」
を
新
設
。
お

楽
し
み
抽
選
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
　
９
月
３０
日（
日
）

■
場
所
　
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
ロ
ー
ン

　
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ（
穂
高
牧
）

■
競
技
種
目
・
募
集
定
員

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
３２
組

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
１６
組

　
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
１２
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
参
加
料
　
１
組
３
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
方
法
　
９
月
２０
日（
木
）ま

　
で
に
左
記
に
①
郵
送
ま
た
は
②
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
参
加
者
氏
名
お
よ
び
連

　
絡
先
を
記
載
の
上
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
先
　
①
郵
送
　
サ
ン
ダ
ー

　
バ
ー
ド
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
内

　
穂
高
杯
受
付
〒
３
９
９_

８
３
０
５

　
安
曇
野
市
穂
高
牧
２
１
９
２
番
地

　
２（
℡
８３
・
４
０
０
３
）　
②
Ｅ
メ
ー
ル

　

　
貞
享
義
民
記
念
館
で
は
、「
三
郷
村

誌
歴
史
編
上
」
の
執
筆
者
を
講
師
に

招
い
た
歴
史
講
座
を
全
９
回
に
わ
た

り
開
催
し
ま
す
。
村
誌
編
さ
ん
に
あ

た
っ
て
の
研
究
の
成
果
や
新
た
に
発

見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
第
１
回
　
９
月
１６
日（
日
）

　「
地
中
に
残
る
現
集
落
成
立
の
姿
」

◆
第
２
回
　
９
月
２２
日（
土
）

　
「
三
郷
の
縄
文
ム
ラ
は
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
社
会
だ
っ
た
（
縄
文
時
代
）」

◆
第
３
回
　
９
月
２９
日（
土
）

　
「
大
き
く
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
新

　
文
化
の
伝
来
（
弥
生
時
代
）」

※
第
４
回
以
降
は
後
日
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

■
講
師
　
百
瀬
新
治
さ
ん

　
　
　
　（
南
木
曽
小
学
校
長
）

■
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
　

■
場
所
　
貞
享
義
民
記
念
館
研
修
室

■
受
講
料
　
無
料

■
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ
　
貞
享
義
民
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７７
・
７
５
５
０
）

第
１
回
「
縄
文
時
代
の
安
曇
野
」

第
２
回
「
安
曇
野
の
古
墳
に
つ
い
て
」

　　
中
央
公
民
館
と
教
育
委
員
会
で
は
、

第
２
回
安
曇
野
市
夏
期
大
学
を
開
催

し
ま
す
。
講
師
は
故
・
逸
見
政
孝
夫

人
で
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
逸
見
晴
恵

さ
ん
で
す
。

■
日
時
　
８
月
３０
日（
木
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
堂

■
講
師
　
逸
見
晴
恵
さ
ん

■
演
題
　「
大
き
な
夢
を
持
と
う
」

■
参
加
料
　
無
料

■
後
援
　
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

　
教
育
係
　
　
（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
安
曇
族
に
開
発
さ
れ
た
と
い
う
伝

承
を
も
つ
安
曇
野
の
古
代
史
を
取
り

上
げ
、
市
内
の
遺
跡
・
史
跡
の
紹
介

を
交
え
た
秋
の
歴
史
集
中
講
座
を
４

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の

講
座
は
、
安
曇
野
市
中
央
公
民
館
事

業
を
兼
ね
て
行
う
も
の
で
、
第
１
回

と
第
２
回
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

受
講
希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
１５
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
講
師
　
宮
下
健
司
さ
ん

　（
長
野
県
立
歴
史
館
総
合
情
報
課
長
）

■
日
時
　
９
月
２２
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
講
師
　
桐
原
健
さ
ん（
考
古
学
者
）

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
１
０
０
人（
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
２７
日（
月
）

　
か
ら
９
月
１３
日（
木
）ま
で
に
社
会

　
教
育
課
文
化
財
保
護
係（
℡
６２
・

　
４
５
６
５
）へ
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
以
降
の
予
定
　
第
３
回
「
古
代
瓦

　
か
ら
見
た
明
科
廃
寺
」（
１０
月
２０

　
日
）、
第
４
回
「
国
府
の
対
岸
」

　（
１１
月
１７
日
）

　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段
と
し
て
、
シ
ニ
ア
世
代
に
も
何

か
と
便
利
な
携
帯
電
話
。
こ
の
講
座

で
は
、
電
話
番
号
の
登
録
、
メ
ー
ル

の
送
受
信
な
ど
、
携
帯
電
話
の
基
本

的
な
操
作
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

■
講
師
　
田
中
さ
お
り
さ
ん

　（
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
場
所
　
穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６０

　
歳
以
上
の
人

■
参
加
料
　
２
０
０
円
　

　
※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い

■
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
受
付
　
８
月
２７
日（
月
）

　
か
ら
９
月
３
日（
月
）正
午
ま
で
に

　
左
記
ま
で
電
話
か
来
館
の
う
え
、

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
穂
高

　
教
育
課
生
涯
学
習
係
（
℡
８２
・
５

　
９
７
０
）

ｈｏｔａｋａ
＿ｔｅｎｎｉｓ

＠
ｙａｈｏｏ

.ｃｏ
.ｊｐ

【
共
通
】

広耳付壺形土器（縄文中期後葉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ペ
ア
年
齢
合
計

１
２
０
歳
以
上
、男
・
女
・
ミ
ッ
ク
ス
は
問
わ
な
い
）

【
共
通
】

夏
期
大
学
・
逸
見
晴
恵
さ
ん
講
演

大
き
な
夢
を
持
と
う

秋
の
歴
史
集
中
講
座

安
曇
野
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

堀
金
地
域
家
庭
教
育
講
演
会

親
子
で
考
え
よ
う

ネ
ッ
ト
社
会
の
光
と
影

穂
高
公
民
館

シ
ニ
ア
の
た
め
の

携
帯
電
話
活
用
講
座
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穂
高
体
協
テ
ニ
ス
部
主
催

穂
高
杯
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

出
場
者
募
集

貞
享
義
民
記
念
館

三
郷
村
誌
〜
歴
史
編
上
〜
を

語
る
講
座

市の礎を知る
町村誌購読のお誘い

　市が誕生して２年になろうとしています。
その礎を築いた旧５カ町村の先人たちの歩
みや自然を町村誌から学びませんか。

「豊科町誌」 自然編、歴史編・民俗編・水利編、
　近現代編　３巻セット８,０００円。　別編民俗Ⅱ
　３,０００円（販売所 豊科郷土博物館）

「穂高町誌」自然編、歴史編上・民俗編、歴史編 
　下　３巻セット８,０００円（販売所 穂高公民館）

「三郷村誌Ⅱ」自然編６,０００円。歴史編上４,０００
　円。　歴史編下４,０００円。　村落誌編４,０００円。
　民俗編４,０００円。セット価格１５,０００円 別に「三
　郷村誌Ⅰ」５,０００円。（販売所 三郷公民館）

「堀金村誌」上巻（自然,歴史）５,０００円。下巻
　（近現代，民俗）５,０００円。（販売所 堀金公民館）

「明科町史」 自然編５,０００円
　（販売所 明科公民館）

■問い合わせ　社会教育課文化財保護係
　（℡６２・４５６５または各地域の教育課）


